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教員紹介 
 

酒井雅史先生 

私たちはことばを発することで、意識的にせよ無意識的にせよ多くの情報

を伝え合っています。その中でも主に人間関係などを表す敬語や行為指示

表現に興味を持って研究に取り組んでいます。知識やマナーとしてのこと

ば遣いといった社会的な制約に従って使われる側面と、話し手がどのよう

に表現したいか、何を伝えたいのかといった主体的主観的な動機によって

使われる側面が、実際の会話でどのように絡み合い表現されているのか／

されていくのかに関心があります。  

甲南女子大学では、アカデミックスキルズやグループ討論、キャリアのた

めの日本語、方言に関する授業を担当しています。  

「アカデミックスキルズ」の授業ではアカデミックな情報収集・整理の仕方、レポートの書き方、プレ

ゼンテーションの実践などを、「グループ討論」の授業ではグループワークの進め方や討論の実践を、

「キャリアのための日本語」の授業では自己分析からエントリーシートの書き方面接の模擬実践を、「方

言」の授業では日本語方言に関する概説的なお話を、それぞれ行っています。すべての授業を通して、

私の「楽しい」と感じていることを共有できるような授業を行いたいと考えています。  

 

佐藤毅彦先生 

司書課程の授業を担当しています。 最近の図書館に関係する話題として、 

岡山県立図書館などを取り上げた『突撃! カネオくん』 (NHK：2022.3.12放

送)、三宮図書館がKIITO三宮に移転 (2022.7)、石川県立図書館の新館が開

館 (2022.7)、住野よる『麦本三歩の好きなもの』(表紙のモデルはモモコグ

ミカンパニー)、映画『耳をすませば』(1995 ジブリアニメ公開)の実写版が

2022.10 公開、コミック『税金で買った本』 (「アメトーーク」 などで話題) 

が図書館とのコラボにより館内でのポスターに画像の利用を許可、などを授

業で取り上げました。  

 

田中尚孝先生 

研究テーマは『観光振興による地域活性化』についてです。少子高齢化に伴

う地域経済の活性化対策の一つである「交流人口の拡大」、それを支える観

光まちあるきを含む観光まちづくり等の地域の振興策について研究をして

います。  

観光入門Ⅰ・Ⅱ (観光関連産業)、観光実践論Ⅰ (国内)・Ⅱ (海外)、旅行企

画論Ⅰ(国内)・Ⅱ (海外)、観光資源論Ⅰ(国内)・Ⅱ (海外)、インバウンド論 

(訪日外国人旅行)、ホスピタリティツアーコンダクター演習(沖縄)、基礎ゼ

ミ、基礎ゼミⅠ・Ⅱ、卒業研究ゼミ I・Ⅱを担当しています。 

研究テーマを理解し考察する為、年に2回程度の臨地授業を実施、実際に当 



3 

 

該地域に出向き、その地域の観光によるまちづくり政策を目にし、肌で感じることで、どのような事象

が成功し地域の活性化に結びついているかを知り、ゼミ内で発表を行っています。  

国内・総合旅行業務取扱管理者資格、国内・海外旅程管理主任者資格、国内・海外地理検定 世界遺産検

定などの観光関連資格及び認定の取得支援を行っています。 皆さんも是非、資格取得、検定の認定取

得チャレンジしてください。 

 

谷口重徳先生 

研究テーマは文化を通じた地域振興です。地域の特性が表現されているコ

ンテンツ作品、地域イベント、さらには伝統的産品(陶磁器や工芸品)など

に注目し、それらが地元の人々と来訪者の相互理解と交流を促進する可能

性を研究しています。  

担当授業は、ホスピタリティ入門、ホスピタリティ論 A・B、 旅の日本文

化 I・Ⅱ 、 神戸ホスピタリティ実践論、日本語日本文化基礎演習、日本語

日本文化演習Ⅰ・Ⅱ、卒業研究Ⅰ・Ⅱです。 

谷口ゼミでは、日常生活の中に溶け込んでいる「身近なホスピタリティ」

に注目して、 ホスピタリティ産業に関連するテーマ、地域社会・地域文化、まちおこし等に関連する

テーマなどに取り組んでいます。 2 年次では共通の基本文献の輪読やグループ討議に取り組んでいま

す。3年次では文献購読のほか、アンケート調査やフィールドワーク (現地調査)の基本的方法について

も学びながら、 各自の研究テーマに取り組み始めます。4 年次になると各自のテーマについて卒業研

究を進めていきます。 各学年ともゼミの場で参加者全員が積極的に意見を出し合い、 議論をしながら、

参加者同士の理解を深めます。また、各学年に応じた進路研究にも取り組んでいます。  

 

津田なおみ先生 

私が現在研究しているのは、明治から昭和にかけて活躍した、映画女優・

田中絹代の監督作品です。彼女は1950年代から60年代にかけて、6本の

映画を監督しました。当時、男性優位社会であった映画界で、男性のまな

ざしではない視点で製作されている田中絹代作品に興味があり、研究を続

けています。また、兵庫県でロケをした映画について、ロケ地に赴き取材

をして、映画の舞台としての兵庫県の価値についての研究もしています。 

現在、私が担当している授業は、アナウンス入門、視聴覚コミュニケーシ

ョン演習、マスコミ文章演習、新聞論、放送論です。マスコミ業界を目指

す学生に向けて、書くことから話すことまで、コミュニケーション力を高

めるため、実 践を通して授業を進めています。実際に放送局を見学する臨地実習をしたり、プロの制

作スタッフと共に、学生が番組制作をしたり、アニメーションのアフレコをしたりと、社会と繋がりな

がら、将来、目指している自分自身を創造できるようにと考え、授業への取り組みをしています。  

 

冨田幸子先生  

専門は生徒がいかに成長するかなど生徒指導の観点での研究です。2022年度は「月刊生徒指導」に連 
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載しています。そのほか学校の教育について、いじめについて、スマホ・

ネットに関 する研究もしています。  

ゼミの担当はありませんが、 教職関係に集まってくる学生の皆さんは、

とても熱心に授業に取り組まれていて、模擬授業の発表に向けてかなりの

準備をしてくる人が多いです。毎回私自身が勉強になります。  

映画・演劇マニアです。コロナでなかなか行けていませんが、前は映画館

にもよく足を運んでいました。舞台演劇はもっと好きです。最近は宝塚で

「蒼穹の昴」を見てきました。宝塚のお芝居、歌と踊りを見ている時は夢

見心地ともいえる瞬間です。仕事上ビデオ制作もしています。おいしいケ

ーキも大好きです。 

現在講義しているのは「国語科教育法 II・IV」「教育実習Ⅰ・Ⅱ (中高免)」「教職実践演習(中・高)」「教

職論」です。 

私は、長年教師を務めているうちに教師はとてもいい仕事だという考えに至りました。毎日の時間の流

れがとにかく早く、刺激的であり、子どもからいろいろ教えられることがとても多い職業です。この大

学に来て一生懸命に夢に向かって頑張っている大学生の姿を見ると、応援したいなあという気持ちがワ

クワク湧いてきます。  

 

永井敦子先生 

私の専門は日本近代文学で、神戸とゆかりの深い文豪・谷崎潤一郎の文学

を中心に研究しています。明治・大正期における谷崎の作品、主に探偵小

説や、映画と関連する作品を取り上げて、当時の時代状況と合わせて研究

してきました。また、大正期の新聞記事から神戸の映画情報を集めたり、

新聞連載小説と映画の関係性を調査したりしています。 

担当している授業は、1年生の基礎演習や「日本語リテラシー」といった

文章表現の授業と、「日本文学・文化入門」など、近現代文学の授業です。

文章表現の授業では、正しい語句の使い方や、小論文、レポートの書き方

を、問題集や新聞記事などを用いて伝えています。文学の授業では、田山

花袋や芥川龍之介、太宰治など高校の教科書にも載っている有名な作家を 

取り上げて、作品を読んでいます。また、専門である谷崎潤一郎の作品を、人生や時代背景をふまえ、

映画や古典芸能との関連などを押さえながら読む授業もしています。 

趣味は特にありませんが、文学館や美術館などで好きなテーマの展示をしていたら、観に行くようにし

ています。歌舞伎や文楽など、古典芸能の鑑賞も好きなので、忙しくても出来るだけ時間を作って観に

行きたいと思っています。 

 

西田隆政先生 

研究テーマは、日本語の文法・文体・歴史です。この3つが重なり合うところで、係り結びや日本語の

文体の歴史などが主要な研究対象でもあります。 

授業は、1年生のために「日本語学入門」、2年生以降では国語科教員や日本語教育の資格に関わる「日
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本語の音声・音韻」「日本語の文法・文体」、さらに3年生では応用的な科

目として「日本語の歴史」「日本人は何を考えてきたのか」という科目も担

当しています。 

ゼミについて、就職活動をする学生に対して、日本語とそれを用いるコミ

ュニケーションを学ぶゼミと、説明するように言っています。そして、実

際の卒業研究では、日本語やコミュニケーションに関する論文だけでなく、

作品の朗読、小説・脚本・番組台本・短歌集等の執筆、「百人一首」を中学

生に紹介するパンフレット等、多様な作品の制作に取り組む学生も多数い

ます。  

大学の教員として、日々自宅と大学の往復で過ごしています。趣味といえるのは、休みの日に歩くこと、

ロードバイクに乗ることでしょうか。ロードバイクなら 50km くらいの距離はすぐに走れてしまいま

す。女性の趣味としても悪くないと考えています。興味のある人にはお勧めします。  

 

根来麻子先生 

万葉集や古事記などの古代文学や、古代の言葉・文字について研究していま

す。昔の人々が、どんな生活をして、何を感じていたのか？ということに興

味があります。現代の私たちと異なるところはもちろん多いですが、意外と

共通点もあります。文学や資料を読んでいて、「生きた時代は違っても、同

じ人間なんだ」と実感できる瞬間が、一番楽しいです。  

担当している授業は、「基礎演習」「日本語の文章表現」「古典文学講読」「日

本文学・文化入門」「日本語の語彙・文字・表記」「漢文学」「日本古典文学

入門」「アカデミックスキルズ」です。日文の授業では、古典文学全般や、

伝統行事、ことば・漢字など、幅広く扱っています。 

2年生のゼミが今年からスタートしたばかりです。古典文学や文化、 伝統芸能、オノマトペなどについ

て、みんなで分担して調べものをしながら、知識や興味の幅を広げています。博物館見学や芸能鑑賞な

どの課外学習も行っています。今後は、ゲストスピーカーを招いてのおしゃべり会なども企画中。  

趣味は、古典芸能 (歌舞伎・文楽・落語・講談 浪曲など) を観ること。少し実演もします。ひとり旅も

好き。道端で犬をみかけると見境なく寄っていくほどの犬派です。最近のマイブームは、色んな素材の

お茶を集めること。 

 

信時哲郎先生 

専門は宮沢賢治ですが、大学の卒論テーマに賢治を選んでから、もう40年

ほども時間がたっているのに、未だにわからないことが次から次へと生ま

れ、毎年、論文を何本か書いています。そもそも早く卒論を終わらせること

ができそうだからという不純な動機で選んだはずの賢治研究なのですが、ど

うも一生の仕事になりそうです。 

授業では手塚治虫や宮沢賢治、近代文学史、マンガの歴史について扱ってい

ます。共通科目では女子学というオムニバス授業も担当していて、一緒にや
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っている先生たちとは女子学研究会を作って共同で研究活動もしています。 

ゼミでは「好きなことをやってください」と言っています。ただ「好き」というだけでは、なかなか論

文にならないので、「好きなこと」よりも「論文に書けそうなこと」を重視したほうがいいこともある

よ、と言っています。この２つがクリアできそうな人には、「自分の進路にもつながるものを」とも付

け加えています。うまくいったら一石三鳥！ 

プライベートでは、プロ野球のオリックスを「箱推し」しています。今年は 26 年ぶりに日本シリーズ

でも勝利を収め、とてもいい気分！ 

 

橋本裕之先生 

研究テーマはホスピタリティ(主にホテル)です。 

担当授業科目は、プロトコール入門(儀礼・マナー等 前期)、ホテル入門(後

期)、ホスピタリティ・マネジメント論Ⅰ・Ⅱ(前・後期)、ホスピタリティ・コ

ミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ(前・後期)、日本語日本文化基礎演習(２年後期ゼ

ミ)、日本語日本文化演習Ⅰ・Ⅱ(３年ゼミ)、卒業研究Ⅰ・Ⅱ(４年ゼミ)です。 

ゼミでは「ホテル」や「ホスピタリティ業界全般」について研究します。主に

ホテルを素材としますが、ホテルに限らず、エアライン、テーマパーク等ホス

ピタリティ産業全般について、ケーススタディや臨地授業も交えながら、学ん

で頂きます。「ホスピタリティ」についての知識、スキルは、将来どの業種に

就職されても必要であると考えております。 

このゼミでは、「ホテル」及び「ホスピタリティ」の研究が主眼ですが、それらを基に「社会人基礎力」

及び「ビジネスマナー」も同時に身につけて頂きたいと思います。「人にサービスをするのが好き。」「人

が喜ぶことで自分もうれしい。」という方の参加をお待ちしております。 

卒業論文のテーマはホテルやホスピタリティのジャンルから、ご自身が一番興味の持てるテーマを選択

して頂きます。ホスピタリティ産業の概念は広いので、特に、これと限定せずに、ユニークなテーマを

選んで頂いています。 

 

横濱雄二先生 

主な研究領域は、現代の文学作品や、映画やアニメーションなどの映像作品の

分析です。作品の舞台を実際の地理や歴史的背景と対応づけながら考えること

によって、作品を読み解くときの認識を深めることができます。くわえて、そ

の作品を用いた、地域の人びとの活動も研究の対象となります。この例として

は、作品の舞台を訪問する「聖地巡礼」や、地域の人びとが主催するさまざま

なイベントがあります。 

担当する授業科目としては、「基礎演習」やゼミのほかに、 ①日本現代の文学、  

②日本人は何を考えてきたのか、③映像文化研究、④世界の／日本のアニメー

ション、⑤神戸文化論、⑥日本文化論(大学院) があります。①は小説、②⑥は評論、③は映画やアニメ

ーションの作品を分析します。④はアニメーションの歴史、⑤は神戸の近現代の文化を扱います。 

ゼミでは、近現代の文学や文化を扱います。2年ゼミでは、みんなで本を読んで内容をまとめたり、ゼ
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ミ生が自分の興味関心について報告したり、など、基礎的な考え方を身につけるようすすめています。

卒業研究では、近代文学だけでなく、2．5次元舞台やYouTubeなどの現代の文化についての研究、小

説の執筆、朗読劇の製作などを、ゼミ生ぞれぞれがすすめています。  

 

米田明美先生 

私の研究テーマは、時代でいうと平安鎌倉時代の物語と和歌です。博士論

文からずっと『風葉和歌集』 の研究に取り組んでおり、今も名古屋の 「風

葉和歌集輪読会」メンバーと共に、この歌集の分析を行っています。1400

首余りある歌集で、やっと 1200首近くまで分析がすすみ、2023年春に 4

冊目の出版を行います。全5冊の予定ですので、あと2～3年はかかりそう

です。 

この歌集は当時存在した 200 もの物語の中で詠じられた和歌だけを集めた歌集ですが、現在はその中

で 27 ほどの物語しか残っていません。8 割ほどを占める失われた物語 (散逸物語) について、内容や

登場人物など種々思いを巡らしています。その他古筆学を学びましたので、 本学所蔵の古典籍の翻刻

作業を何冊か行いました。 

授業に関しては、ゼミ以外は、「古典文学入門」「日本古典文学文化 A／B」を担当しています。卒論は、

物語や和歌ならなんでも良いとしていますが、近年は 「文化」をテーマにする人が多いですね。陰陽

師や鬼や神、刀剣など… ゲームの影響でしょうか。  

静かな環境でお香をくゆらせ、季節を感じさせる美味な和菓子と抹茶を頂くのが、私にとっての至福の

時間です。 

 

和田綾子先生 

日本語教員養成と留学生のための日本語を担当しています。教育実習、教材

研究、授業デザイン等、日本語教育に関する様々なことを研究・実践してき

ました。最近は文化的・言語的に多様な背景を持つ学習者（特に児童生徒）

のサポート、やさしい日本語普及活動、海外の学校との交流学習にも取り組

んでいます。多様な背景を持つ人々（「外国人」とは限りません）とともに

日本社会を作っていくために学び、知り、考え、交流することが自分にとっ

ての大きなテーマと言えるでしょうか。大学と地域社会を結ぶ活動も模索中

で、地域の図書館とのコラボ活動も始めたところです。 

ゼミでは、日本語・日本社会・日本語教育×外国人・ジェンダー・絵本・ツーリズム etc.思わず「おも

しろそう！」と身を乗り出してしまうような卒論に、どの学生も取り組んでいます。今年度は卒論に関

連がある場所にゼミでフィールドワークにも行ってきました。次の学年のゼミではやさしい日本語、言

語景観という観点から日本社会を観察することを始めています。 

好きなものは「旅」「温泉」「本」「映画」「海」ですが、コロナ禍×仕事×寄る年波の体力低下のため、

なかなか思う存分楽しめない…のが悩みです。 
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授業紹介 
 
宝塚歌劇講座Ａ・Ｂ 

甲南女子大学で開講されている講義には、他の大学にはない珍しいものが数多くあります。そして、そのなかでも

特に珍しい講義のひとつが永岡俊哉先生が担当されている宝塚歌劇講座ではないでしょうか。宝塚歌劇講座は、そ

の名の通り、宝塚歌劇について学ぶ講義です。  

前期に開講されている宝塚歌劇講座A では阪急電鉄や劇団の歴史について学び、後期に開講されている宝塚歌劇

講座Bでは実際に宝塚歌劇の舞台をいくつかビデオ鑑賞します。また、A、B、共、講義の終わりには、実際に宝

塚大劇場に足を運び、生の舞台を楽しみます。そして、その舞台の感想を最終レポートとして提出するのです。 

この講座では、宝塚歌劇についてその歴史から学ぶため、舞台やミュージカル、宝塚歌劇について全く詳しくなく

ても楽しく講義を受けることができます。勿論、宝塚歌劇について詳しい方や元々ミュージカルなどの舞台が好き

という方も、新たな舞台作品を観るきっかけになり、面白いと思います。また、宝塚市や阪急電車など甲南女子大

学のある阪神間についての知識も得ることができるため、遠方から通う方にとっては新たな発見も多いのではな

いでしょうか。宝塚歌劇をよく知らないという方も、そもそもミュージカルってよくわからないという方も、この

機会に是非きらびやかな宝塚の世界に足を踏み入れてみてください！ 

 

神戸文化論Ｂ 
「神戸文化論」を担当しているのは、「世界のアニメーション」や「日本現代の文学B」など の授業も担当してい

る横濱雄二先生です。 大衆文化や日本近現代文学を専門としており、巧みな話術、豊富な写真や映像を用いた授

業を行っています。  

甲南女子大学が神戸に位置していることもあり、非常に身近で一度は行ったことのある場所も多く授業で取り上

げられます。現在の神戸はどのようにして作られていったのか、 開国からの神戸の変容を多くの写真や文献など

の資料から紐解くことができます。前半の授業内容では、 神戸の発展には外国人の存在が大きくかかわっている

ことが分かり、神戸居留地の設計などからも西欧文化を多分に取り入れた都市づくりが行われたことを知ること

ができます。居留地が作られた後、外国人の職業やコミュニティがどのように神戸文化に影響を及ぼしたのか、ど

のような人が神戸で活動をしていたのかも学ぶことができます。さらに後半の授業では神戸の歴史・文化だけでな

く、神戸・阪神間を舞台とした小説などの作品についても取り上げます。神戸に住んでいる人や住んでいた人、神

戸に興味がある人におすすめの授業です。 

 

笑いの講座Ⅰ・Ⅱ 
「笑いの講座 I・II」を担当しいてるのは、非常勤講師の桂三幸先生です。桂先生は現役の上方落語家で、元々は

漫才師を目指していた、という経歴をお持ちです。落語中に歌を歌うなど、斬新な芸をされます。授業内容は、笑

いに関するもので、ツッコミやボケについてや、生徒参加型の大喜利、話をちょっと面白くするためのコツなどを

勉強します。先生がダウンタウンの松本人志を尊敬し、笑いの道に進んだことから、松本人志の発言を教材にする

ことが多いです。そして、先生が落語家なので、頻繁に落語をしている劇場・寄席の紹介やシステム、落語をする

ときに気を配っているところを実演を交えて学ぶことができます。桂先生の後輩落語家などをゲストに迎えるこ

ともあります。古典落語、創作落語それぞれに、人によって癖があることがわかります。特に創作落語は、主にす

る題材や話の考え方、オチの付け方などの違いがはっきりしているので、また、上方落語と東京の落語の違いなど

を、 週刊少年ジャンプで連載している末永裕樹原作、馬上鷹正作画の漫画『あかね噺』を題材に 勉強します。そ

のため、落語家を目指していオチの付け方などの違いがはっきりしているので、また、上方落語と東京の落語の違

いなどを、 週刊少年ジャンプで連載している末永裕樹原作、馬上鷹正作画の漫画『あかね噺』を題材に 勉強しま

す。そのため、落語家を目指している方、落語がお笑い好きな方、落語やお笑いに 興味がある方はぜひ受講して

みてください。 
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日文生の時間割 
 

ホスピ系時間割 ３回生Oさんの例（３年前期） 

 

前期 月 火 水 木 金 

1限      

2限 
マスコミ文章演習

Ⅰ 

ホスピタリティ・ 

マネジメント論Ⅰ 
メディア表現入門  映画論 

3限 笑いの講座Ⅰ 
日本語日本文化演習

Ⅰ 
民俗学概論   

4限 旅の日本文化Ⅰ   メディア論  

5限 生命科学入門     

 

履修登録で頑張ったこと 

・1・2年のときは、まず必修科目、選択科目を取ることに集中しました。 

・1・2年で授業を詰めて、必要な単位をほとんど取れるようにしていました。 

・2年次に、ゼミの話が出てきたときには、私はホスピタリティのゼミに入りたかったので、ホスピタリティ科目

を多く取っていました。 

・ホスピタリティ・プログラムを取得するため、取得に必要な科目を意識して履修しました。 

 

工夫 

・1年生のときはほとんど取りたい授業が、定員で取れないこともあるので、予備の授業も考えておくといいと思

います。 

・対面授業の場合、授業と授業の間の空きコマを作らないようにしていました。 

・かといって、1日に授業が集中しすぎないようにしていました。 

 

大変だったこと 

・私が1・2年生のときは、大体がオンラインで課題をこなすことで手一杯でした。 

・そのため、1 日に授業を詰めすぎると課題や期末レポートの締切が同じ日に集中して大変なこともありました。 

 

楽しい授業 

・私は旅行企画論という授業が印象的でした。 

・期末レポートで、観光地の観光コースを作るという課

題があり、テーマはありますが、自分が魅力的に感じ

る観光地、見どころを詰め込んだコースを作ることが

でき、楽しかったです。 
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資格を三つ 3 回生 T さんの例（３年後期） 

後期 月 火 水 木 金 

1限 博物館資料論 博物館資料保存論 
図書館サービス概

論 
日本近代文学史   

2限 博物館展示論 
情報資源組織演習

Ⅰ 
  

情報資源組織演習

Ⅱ 

パブリックスピー

キングⅡ 

3限 情報サービス演習Ⅱ 
日本語日本文化演

習Ⅱ 
  日本語の歴史 宝塚歌劇講座B 

4限 世界のアニメーション     国語科教育法Ⅳ   

5限 
生徒・進路指導論 

（中等） 
  

教育実習Ⅰ 

（中高免） 
    

 

履修登録で頑張ったこと 

・1・2年生のときは、まずは資格の必修科目、選択科目を取る事に集中しました。 

・1・2年で授業を詰めて、専門単位も含め必要な取れる単位をほとんど取れるようにしていました。 

・資格科目同士で授業が被る場合がある為、優先順位を意識して取れるようにしました。基本には教職・

学芸員・司書の順に組むとスムーズだと感じます。 

・資格の条件や卒業単位数に注意しながら履修を組んでいました。 

 

工夫 

・体育系の授業は人気が高い為、資格の必修を組んだ後に体育を登録するなどし、早めに登録していた。 

・空きコマがないように工夫しました。 

・毎日 1 限から 4 限まであるとしんどい為、どの日に課題をするのか、どこで休むのかを大まかに決

め、一週間のサイクルを無理のないように組んでました。 

・全休が作れそうな時は全力で全休を勝ち取りました。 

 

大変だったこと 

・3つの資格科目を取ろうとすると、週4以上のケースが多い為、課題をこなすことが大変です。土日

には臨地学習があるなど休みが1日の場合もある為、どこで課題をこなすのか、どこで休むのかを計

画的に考える事が大変でした。 

・テストが集中するので、早めからしないと間に合わない場合がある事が大変でした。 

 

楽しい授業 

・私は「世界のアニメーション」や「宝塚歌劇講座B」の授業が楽しかったです。この2つの授業は動

画を観る事が多く、課題は出るものの面白い場合が多いです。資格課題に追われている自分にとって

この授業は日々のリフレッシュや癒しの時間として存在しており、楽しかったです。 
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視聴覚系時間割 ２回生 Y さんの例（２年後期） 

 

後期 月 火 水 木 金 

1限 笑いの講座Ⅱ   映像文化研究B 日本近代文学史   

2限 
視聴覚コミュニケー

ション演習Ⅱ 
日本語の文法・文体 

日本語日本文化 

基礎演習Ⅱ 
マンガ文化史Ⅱ   

 

3限 キャリアデザインⅡ          

4限 マスコミ文章演習Ⅱ 日本近代の文学 日本語教育指導論 日本語教育学入門    

5限            

 

履修登録で頑張ったこと 

・1年の時も2年の時も履修登録はなるべく早めに済ますようにしていました。なぜなら、取りたい授

業が取れないことがあるからです。 

・他には単位が授業をできるだけ詰めて、単位を落とすことのないようにしていました。 

 

工夫 

・必修や自学科の科目をできるだけ取っていました。 

 

大変だったこと 

・授業をできるだけ詰めていたので、やはり課題の数が多くて大変でした。 

 

楽しい授業 

・「人間関係トレーニング」という授業が面白かったです。座って勉強というよりは、立って他の学生

と交流しながら、人間関係における心理を学べるのでおすすめです。 

・私は私は1年の時に「アナウンス入門」、そして2年から3年まで「視聴覚コミュニケーション」を

受講しました。番組制作は最終課題としての取り組みでした。私がこれらの授業を受講するにあたっ

ての目標は、自身のコミュニケーション能力の低さを改善することでした。「声を使った仕事をした

いという訳ではないけど参加して大丈夫かな？」と履修登録時に少し不安を感じていましたが、いざ

授業を受けてみると、そんなことを忘れてしまうくらいに面白いと思いました。 

番組制作は出演するだけではなく、番組の内容や演出なども自分たちで考えます。こういったことは

初めてだったのでとても大変でしたが、それ以上にみんなで協力して一つの映像を作り上げること

にとてもやりがいを感じました。私は出演者の動きを絵コンテとしてみんなに伝える役割をしまし

たが、みんなの意見を聞いて、良いものができたように思います。見る人にとって、大学や学科のこ

とを楽しく知ってもらえればよいなと思っています。 
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就職活動体験記 
 

 

「やりたい！」気持ちがあるなら一度は挑戦する  

 

 

大村広奈さん（令和3年卒） 

NHK島根県地域職員 

 

島根出身の大村さんはメディア業界に関心と憧れがあり、履修したのが「アナウンス入門」。受講生は

みな明るく華やかで、「こういう人がアナウンサーを目指すのだなぁ」と思うと、自分のような地味な人

間が足を踏み入れる世界ではなさそうだ、と、視聴覚コミュニケーションコースの授業は、そのまま履修

することもなく卒業したのだという。 

 

卒業してからは、以前からアルバイトをしていた歯科医院に就職。主な仕事はカウンセリング業務だっ

たそうだ。患者と医師の間に齟齬が生まれないように、簡潔かつ正確に伝えるということを大事にしなが

ら仕事を続けたそうだが、そこで人に何かを伝えることの難しさ、しかし、それだけに得られる伝えるこ

とができた時に感じる喜びを実感。そして、これまで自分がやりたかったことが何だったのかを思い出し

たのだという。人に何かを伝えるということ。 

 

矢も楯もたまらず、ゼミ担任だった信時先生にラインでメディア業界を目指すことについて相談すると、

「いいんじゃないの？」とあっさり肯定。在学中にはまだ赴任していなかった音声・言語表現論担当の津

田先生を紹介してもらった。２人の先生からエントリーシートと音声・言語表現指導を受け、わずか３ヶ

月後にNHK島根県地域職員としての内々定に漕ぎつけたのだという。 

 

神戸に来て生活をし始めると、これまであたりまえだと思っていた島根の風景や季節、人々のあたたかさ

が、ひしひしと感じられるようになったのだと大村さんは言う。島根に住んでいると、島根がいかによいと

ころなのかに気付かず、マイナス面にばかり目がいってしまうけれど、島根県民であるということにもっと

自信をもってもらうためにも、自分がなんとか島根のよさを伝えたい。大村さんはそう語ってくれた。 

 

大村さんは後輩たちに次のようなメッセージを与えてくれた。「どんなに無謀で

も、自信がなくても、やりたいという気持ちがあるのなら一度挑戦した方がいいと

思う。大事なのは、その強い意志と努力で、自分の人生について後悔しないために

も、自分の心の声をなんとか掬い上げて挑戦してほしい。何がしたいのか。どうし

てしたいのか。自分の軸をはっきりとさせ、それをどんどん太くさせていけば、き

っと夢を掴むことができると思う」。大村先輩の活躍を心から祈りたい。 

 

（大学時代の写真より）  
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卒業生インタビュー 
 
 
 
 
徳原早希さん（令和４年卒） 

リゾートトラスト株式会社 

エクシブ  京都八瀬離宮 

 

徳原さんは、ホテルで働きたいという思いがずっとあり、甲南女子大学に入学したのもホスピタリティ

コースがあるという理由から。入学後も授業はホスピタリティ系のものを中心に受講していたという。 

就職活動をしていく中で揺らぎが出てきたこともあったが、説明会や面接を受けていく中で企業研究を

していくと、メーカーや商社を見ている時よりもホテルを見ている時のほうが楽しく、ずっとやりたいと

思っていた職業だったので挑戦してみようと思ったそうだ。 

 

在学中は授業を休んだことがなく、遅刻もしたことがなかったという。 

課外活動ではマーチングバンドに力を入れており、これは自分にとって大きな存在だったので、面接の

時にも話す内容には困ることがなく、やっていてよかったと感じているとのこと。 

 

この会社に入社しようと思った理由は、人事の方の印象が良かったから。インターンシップの段階から

リゾートトラストを受けており、その時の人事の方の説明からその会社が好きなんだなということが伝わ

ってきたそうだ。 

普段担当している仕事は日本料理レストランで、主にお客様への料理提供などのサービス。この仕事は

料理の説明を通してお客さまを楽しませることが重要だとのこと。 

仕事をしていてうれしいことは、お客様からかけていただく言葉。会員制ホテルなのでリピーターのお

客様も多く、「また会えるの楽しみにしてるね」や「前、サービスしてくれた子だよね」などの声をかけて

くれるお客様もいて、そうした言葉をかけてもらえることがこの仕事をしていて最もうれしいことだそう

だ。そのようなお声をかけていただくためにもお客様の雰囲気を常に感じ取り、今何を求めているのかと

いうことを意識していると話してくださった。 

 

インタビューの最後に、就職活動に励む後輩へのメッセージとして、次のような言葉をいただいた。 

「就職活動は落ちるのが当たり前。たとえ第一志望の会社から内定がもらえなかったとしてもその会社と

は縁がなかったんだなと割り切るしかない。私は楽観的に就職活動をとらえていて、「無理だったなら次

に行こう」とあまり重く捉えずにしていたので、落ち込むこともなかったです。落ちたとしてもあまり悩

むこともなく、今の自分を 100%出して後悔せずに面接をやり切った結果だと思うようにしていました。

企業が私を合わないと判断を出したなら、入社してからもそうなってしまうと思うので、とにかく今の

100%の自分を受け入れてくれる会社が見つかるまで、めいっぱい頑張ってください。」 

徳原先輩、ありがとうございました。 
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日本語日本文化学科 この１年 
 

４月 入学式 

 

５月 人間関係ワークショップ 

   

「にちぶん」プロジェクト開始！ 

    今年度から学生メンバーにも活躍しても 

らうことになりました 

  

６月 教育実習開始 

 

   オンライン日本語交流会 

    韓国・世明大学校の学生たちとZoomで交流会を開催 

 

７月 オープンキャンパス（模擬結婚式） 

    結婚式について学んだあと、学生スタッフの企画・運営 

    による模擬結婚式が行われました。もちろん新郎新婦役 

    も学生です！ 

    

  なでしこ講座 

   なでしこ講座（浴衣着付け編）開催 

   京都ちおん舎という町屋での実施です 

 

８月 オープンキャンパス 

   「お茶菓子 シン・日本紀行」 

    在学生による相談も継続中です 

 

９月 後期ガイダンス 

   「就職能力検定」の上級合格者には認定証が授与 

されました   

 

  コリアンタウンフィールドワーク 

   和田ゼミではコリアンタウンへのフィールドワーク 

   朝鮮半島の伝統的な打楽器チャングも体験しました 

 

  多言語読み聞かせ会 

   芦屋市立図書館で絵本の読み聞かせ会を行いました 
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１０月 米田３年ゼミ、嵐山へ 

 

大学祭（よつば祭） 

  学生たちにまじって、谷口先生・根来先生も参加！ 

 

１１月 臨地授業 

    根来ゼミは京都国立博物館・兵庫県立美術館 

    で臨地授業を開催しました 

 

  「日本古典文学・文化Ｂ」で平等院と宇治市源氏物語ミュージアムへ       

 

    和菓子作り体験 

     留学生とＴＡ学生による和菓子作り 

体験を行いました。教えてくださったのはあおやま菓匠さん 

 

１月 朗読音楽活劇「ロミオとジュリエットの真実」 

    津田先生・根来先生と学生たちが参加！ 

     当日は永井先生・信時先生が観劇。熱演でした！ 

 

卒業論文提出 → 口頭試問！！ 

 

２月 ホスピタリティ・ツアーコンダクター演習 

 

   なでしこ講座（着物編）開催 

 

   日本語教育実習    

 

   視聴覚番組制作講座 

    PR番組を作成しました 

 

３月 卒業式 
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今年度のイベント 
 
ブライダルプロジェクト 

7 月 16 日、日本語日本文化学科ではオープンキャンパスの体験授業の一環として、模擬結婚式を行い

ました。この模擬結婚式の開催に向けて、学生主体で進められたプロジェクトが「ブライダルプロジェ

クト」です。 

今回の模擬結婚式は「シビルウエディング」と呼ばれる宗教色のない市民結婚式で、あまり馴染みのな

い役職やアイテムなどが多く登場しました。そのため、参加者の方々には新鮮な体験をお届けできたの

ではないでしょうか。 

模擬結婚式までの準備期間はおよそ1か月。お昼休みや授業の合間を使いながら、企画の立案、小道具

の作成などに取り組みました。新郎役や新婦役はもちろんのこと、ミニスターと呼ばれる司式者なども

学生から選ばれ、各々で練習を重ねていきました。 

そして当日、模擬結婚式には予想を超える多くの人に参加していただき、盛況のなか、オープンキャン

パスも実施されました。 

プロジェクトに参加した学生は、ホスピタリ

ティ系のゼミに所属している人がほとんど

でしたが、中には視聴覚コミュニケーション

や日本語日本文化系のゼミに所属する人も

いました。そのため、ゼミを超えた交流があ

り、普段は関わる機会が少ない人とも仲良く

なれる貴重な場となりました。また、こうし

た交流は学生同士だけではなく、学生と先生

方との関係を深めることにも繋がりました。 
 

視聴覚番組制作 
J:COMさんにご協力いただき、2/10に「視聴覚コミ

ュニケーション」の授業を履修している学生達でテ

レビ番組の撮影を実施しました。学生が企画から演

者・裏方を担当し、授業担当の先生や J:COMの方に

ご指導いただきながら1日かけて撮影を実施。日文

の先生方や下級生にも出演してもらいました。番組

名は「夢のキャンパスライフを見てみよう 甲南女

子大学編」です。2023/3/19と3/20に J:COM神戸

市と芦屋市での放送です。 
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卒業論文題目一覧 
 

日本語・日本語教育 

女性の若者世代から見る言葉遣い 

敬語のほん 書店のアルバイトで使えるマニュアルブック 

漢字の部首学習のための教材作成 

現代における縦書きと横書きの使用実態について 

母語や母国の文化を失わせない×他言語・他文化を知るためのプログラム試案 

日本語非母語話者の図書館利用強化について 

 

古典文学 

『竹取物語』事典 

古典文学文化と藤の関わり 

人から神になった「菅原道真」 

現代社会に残る陰陽師の文化 

平安時代を彩る色 

酒呑童子物語に関するまとめ 

 

近代・児童文学 

濯い出される「静」 夏目漱石「こころ」論 

あまんきみこ『車のいろは空のいろ』における身体感覚描写について 

詩を読んでもらうために パスファインダーの作成 

吉本ばなな・江國香織における食と人のつながり 

 

現代視聴覚文化 

『魔女の宅急便』における魔法について 

『朝ドラ×関西』 朝ドラから見た関西の魅力 

ファン視点からみるオーディション番組の魅力 プロ選抜とファン投票の比較 

K-POPにおける参加型文化の発展について 

「水泳」×「女子大生」＝プラスを目指して 自らの実体験を踏まえて今後の課題について考える 

2.5次元ミュージカルの参加型文化 『テニスの王子様』を中心に 

AI技術の広がる可能性 

『BANANA FISH』論 

SDGｓ 食品ロス 地球で暮らし続けるためには 

『ヴァイオレット・エヴァーガーデン』について 

無意識のジェンダーバイアスに関する意識調査と考察 

星野道夫の見た世界 

日本の子育て支援制度のあり方 
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ジャニーズと地域活性化 ジャニーズとジャニオタがもたらす経済効果と課題 

美術館初心者のすゝめ 

女子アイドルを推す女の子 インタビューからみえた彼女たちの軌跡 

人形劇サークルトロイメライは21世紀をどう生き抜くか 

インタビュー調査からみるこれからの遊園地 

ジブリ作品における水の関係について 

VTuberのアイデンティティ 

制服文化の国際比較 

甲南女子大学「KEEPSMILINGよさこい部」の誕生から終焉まで 

全国よさこいチーム39との比較を通して 

『スーパー戦隊シリーズ』の主題歌の歌詞について 

新聞から見る虐待報道 各新聞社の事件に関する記載の分析 

「見るオノマトペ・聞くオノマトペ」 漫画・アニメから考える表現方法 

「大阪人」というステレオタイプはどのようにして作りあげられてきたのか テレビ番組の分析を通して 

変わらないもの、変わっていくもの ニトロプラスキラルのBL観 

日本で唯一の“国語科”はなぜなくなったのか 国語科教育の意義と展望について 

オタク活動による地域活性化 

マイクロアグレッションの認知 

 

卒業制作 

＃映えるリストカットの方法 

朗読劇制作 音声による演技と演出 

憎らしいけど可愛いアイツ ピロリ菌のオリジナルキャラクターの制作 

元町情報誌の制作 

有馬よいとこ旅支度 

ただ耳へ、臙魂を愛する者を 

音楽初心者がVOCALOIDで作曲してみた ネット音楽の特徴とこれからについて 

朗読論文「悪ノ娘 黄のクロアテュール」 

日本昔話の登場人物を当てるゲーム カードゲームの制作 

信時ゼミ2022年度卒業生アルバムの制作 

pit-a-pat 

みんなで学ぶ多文化理解絵本 

大阪ひとりラーメン日記 

小説『空にのぼれば』 

絵本で伝えるアイヌ文化 
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ホスピタリティ 

大学生が行きたくなる旅行 今時の学生旅行事情について 

ホテルと旅館のホスピタリティについて 

聖地巡礼による地域活性化について 

空港と地域のつながり 今後求められる空港の役割とは 

B級ご当地グルメと地域活性化 兵庫県加古川市のかつめし 

日本と海外のホスピタリティについて スターバックスの事例と日本の茶道の精神 

音楽イベントが地域にもたらす効果と影響 

ホスピタリティ業界におけるAIの導入について 

ファストファッションのホスピタリティ 

結婚式の存在価値 

ディズニーリゾートの顧客満足度が高い秘訣 

動物園のホスピタリティについて 

アパレル業界のホスピタリティについて 

フードデリバリーのホスピタリティ 

たつの市の観光振興策 未来に向けてたつの市が活気あるまちであり続けるには 

ブライダル業界と顧客志向の変化に関する考察 

フードツーリズムによる観光振興 in奈良 『食』を切り口とした新たな観光客誘致策 

観光伝道師がもたらす地域活性化について 

日本に進出する外資系ホテルの台頭 

ホテルの口コミが与える利用者への影響 

酒蔵巡り 

持続可能な観光とは 小豆島における事例から 

コスメによる地域活性化 ご当地コスメを事例に 

旅行会社と若者 旅行会社の現状と未来 

百貨店のホスピタリティについて 大丸百貨店を中心に 

"聖地巡礼がつなぐ地域とアニメ 沼津市と「ラブライブ!サンシャイン‼」を例にして 

阪南市のホスピタリティ 地域の魅力再発見 

人間にしか創れない「平和な世界」 いつか平和のパスポートを持って世界中を旅行できるために 

ダークツーリズムで学ぶ日韓関係 文化が「好き」という時の責任について 

廃校の利活用による地域活性化 

鳥取県の観光資源について 

渡韓ごっこから学ぶ 日本の映え旅行の実態とこれから 

テーマパークのオフィシャルホテルのホスピタリティについて 

東京ディズニーリゾートが人々に愛され続ける秘密 

ウェディング業界の考察 

飲食業のホスピタリティについて 
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卒業論文「書き出し」集 
 
田中ゼミ 

宮嶋優花「渡韓ごっこから学ぶ 日本の映え旅

行の実態とこれから」 
「渡韓ごっこ」という言葉を耳にしたことはあ

るだろうか。渡韓ごっことは、日本に居ながら

まるで韓国にいるかのような疑似体験をするこ

とである。 

渡韓ごっこは若者に人気の韓国旅行の気分を手

軽に味わえるだけでなく、渡韓ごっこ中に写真を

撮り SNS にアップすることで海外旅行風の非日

常的な映えを発信できることが魅力である。なぜ

疑似韓国旅行の人気に火がついたのだろうか。現

在の日本では韓国大衆文化が話題になり、日本全

体に韓国ブームが巻き起こっていることが考え

られる。また、街には若者に人気のSHIBUYA109、

ルクア大阪、ヘップファイブ、エストなどの大型

商業施設があるが、どの施設にも韓国料理や韓国

コスメのショップ等のテナントが入居している。

つまり渡韓ごっこは旅行の非日常的な映えだけ

ではなく、若者向けの流行を追った映えでもある

ことがわかる。この論文では、韓国大衆文化につ

いて考察することや、渡韓ごっこを軸としたSNS

映え疑似旅行の実態についてのアンケート調査

などを通して、渡韓ごっこから学び、参考になる

点を日本の外客誘致策において検討し、今後の日

本の映え旅行はどのように展開するべきなのか

を提案していきたい。 
 
谷口ゼミ 

大野早織「元町情報誌の制作」 

私は卒業研究で神戸元町を舞台に新たな観光を

提案する情報誌『見つけた、もとまち。 神戸元

町GUIDEBOOK-栄町通・海岸通-』を制作した。 

ホスピタリティコースの授業で、神戸には大阪

のUSJや京都の清水寺のように、誰もが納得す

る代表的な観光地はないのか考える機会があっ

た。授業を通じ、人によって神戸の具体的な観光

地のイメージにばらつきがあることがわかった。 

私は以前から神戸の中でも元町に愛着があった。

特に南京町の南側にある栄町通り周辺には魅力

的なたくさんのショップがあり、若い世代に愛

されているという実感があった。しかし、神戸の

観光情報の中でもこのエリアに対して十分な情

報発信ができていないこともわかった。そこで

自分自身が大好きな『神戸-元町ショップ巡り』

をテーマとした情報誌を制作することで、神戸

そして兵庫の新しい魅力を提案したいと考えた。

そして、それによって普段何気なく過ごす街や

店が新たな観光地になり得ると考えたのである。 

 この情報誌では、神戸市中央区栄町通または

海岸通のいずれかに位置するショップ・計37店

舗を独自に取材、研究し、このエリアを訪れる若

者に対してガイドブックとなるよう編集した。

編集に際しては、(1)観光客の視点で楽しめるこ

と、(2)このエリアに特徴的な小型の店舗を紹介

すること、(3)「食」「買い物」「お土産」の項目

ごとにTO DO LISTを作成することとした。ペ

ージをめくるたびにワクワクする。その本に書

いてあるお店全部に行きたいと思うほど、想像

力がかき立てられる。そうした感覚が味わえる

ような冊子作りを目指した。 

 

西田ゼミ 

小島加湖「敬語のほん 書店のアルバイトで使

えるマニュアルブック」 

私は、卒業研究で敬語の問題を扱うことを考え

た。論文を書くことも考慮したが、得意のフェル

ト人形の作りの技を活かして、敬語の写真絵本

を作ることにした。 

絵本にした理由は、誰にでも分かりやすく理解

しやすいものにしたかったからだ。また、小学校

低学年の頃からの手芸の趣味を何とかして活か
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したかった。そこで、羊毛フェルトで動物の人形

（ウサギ、ブタ、ゾウ、クマ）を作って、彼らが

フェルト作りの本屋さんの中で活躍しているの

を写真で写し、それと敬語の解説を合わせて、絵

本の形を作っていった。動物たちが、間違ったア

ルバイト敬語を反省しながら、よりその場に相

応しい敬語を使えるようになっていく、その様

子を描写していった。 

実際に制作していくと、人形にコーヒーをこぼ

して作り直しになったり、適切な場面が作れな

かったりと、試行錯誤の連続であった。しかし、

自分のオリジナルの作品を、自分の趣味を活か

して作り、完成にまでもっていったのは、自分自

身の大きな財産となった。今はこの作品が自分

の大学卒業の集大成となったと考えている。 

 

信時ゼミ 

中原莉子「人形劇サークルトロイメライは 21 世

紀をどう生き抜くか」 

幼いころから人形劇やミュージカルなど、とに

かく演劇が好きだった。幼稚園から学芸会では

率先して役者になり、お楽しみ会ではペープサ

ートや劇を発表し、高校では演劇部を作り、大

学に入るとミュージカル劇団に所属して活動を

つづけ、私は一生演劇とともに生きていくのだ

と思っていた。 

しかし、新型コロナウイルスによる世界の混乱

に演劇界は大きなダメージを受けた。一つの空

間に大勢を集めることができない、マスクを外

すな、大きな声を出すなと騒がれ、公演は延期・

中止の嵐… この騒ぎから力の弱い劇団は数多

く姿を消した。私が所属していた劇団もその一

つである。大学生になり、より演劇に力を入れ

ようとしていた矢先のことだった。私が憧れ目

指していた世界はこんなにもあっけなく消えて

しまうのかと絶望し、舞台に立つことは諦めた。 

近頃母がせっせと人形を作っている。人形劇用

の人形である。母の所属する人形劇サークルも

またコロナの影響で公演依頼がゼロになってし

まった。しかし何とか 1件公演依頼を受け、新

しい作品を作っているのだという。私も今まで

間近で見てきた人形劇がこのままなくなってし

まうのは辛い。これ以上演劇が消えて行ってし

まうのを黙って見ていることはできない。 

そこで今回私は母が所属する人形劇サークル

「トロイメライ」の一員として活動し、現役の

メンバーや幼稚園、保育所職員へのインタビュ

ーを通して人形劇の必要性、今後の活動につい

て考えることとした。 

 

花田泉希「信時ゼミ 2022 年度卒業生アルバム

の制作」 

オンライン化が進む近年では、あらゆるものが

データ化されている。2010年頃から広がり始め

たスマートフォンの個人保有率は、多くの世代

で増加傾向にあり、特に 20代・30代の保有率

が高い。2018年度の総務省の調査によるところ、

20代のスマートフォン個人保有率は 94.8％ と

なっており、その定着率の高さが窺える。 

我々は今やスマートフォン1台で通話やメール

はもちろん、写真撮影や動画視聴、インターネ

ット検索など、様々なことができるようになっ

た。一方、2010 年頃から減少傾向にあるのは、

デジタルカメラの普及率である。写真撮影も、

写真管理もスマートフォンだけで可能になった

現代で、写真は手に取るものではなく、画面で

見るものへと認識を改めてきている。 

このような背景の中、小学校から大学及び専門

学校において、卒業生に対し、在学時の思い出

を振り返ることを目的として作られる『卒業ア

ルバム』の価値も変化してきたのではないかと

考える。自身の持つスマートフォンのファイル

には、自分に関した思い出の写真が多数保存さ

れていることに対し、卒業生全員に向けられた

卒業アルバムには、自分に関係のない思い出も

含まれてしまう。また、収納問題や金銭問題な
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どにおいても、批判的な意見が挙げられている。 

しかし、卒業アルバムがあることで同じ情報や

思い出を集団で共有することができたり、形あ

るものとして思い出を保存できるという点など

の利点も挙げられる。 

そこで、学内全体ではなく、ゼミ単位の卒業ア

ルバムを制作するのはどうかと考えた。大学と

いう大きな規模での卒業アルバムでは、必然的

に自分に関する思い出が少なくなってしまうが、

ゼミまで規模を縮小することで、ひとりひとり

に焦点を当てた制作ができる。氏名や顔写真と

いった基本情報だけでなく、それぞれの情報を

より詳細に、濃密に開示することで、大学規模

のアルバム以上に、卒業生にとって満足度の高

いアルバムが出来上がるのではないかと考えた。 

 

橋本ゼミ 

笹部由有佳「ブライダル業界と顧客志向の変化

に関する考察」 

2019 年 12月初旬に中国の武漢市で新型コロナ

ウイルス感染症第一例目の感染者が報告されて

から、わずか数か月の間に人類を脅かすパンデ

ミックとなった。そして今もそのパンデミック

は続いており、新しい生活様式になっている昨

今、ブライダル業界においてはコロナ禍で披露

宴の延期またはキャンセルが相次いだ。筆者は、

結婚式場でアルバイトをしており、結婚式の自

粛ムードを身にしみて感じている。また、日本の

人口問題の一つとして少子高齢化が起きており、

また若者の傾向として晩婚化の傾向が高まって

いる。少子高齢化問題はブライダル業界でも大

きな影響を及ぼしているのではないか。生まれ

てくる子供が少なすぎると出会いも少なくなる。

結婚したいと思える相手に出会える確立も自ず

と下がっていく。運命の出会いがもう既に減っ

てきている。結婚なんてしなくても幸せなのだ

という発想も出てくるだろう。はたまた、結婚は

するけど結婚式はしなくてもいい、「なし婚」を

選択するカップルもいる。 

そこで、ブライダル業界は今後どう変化してい

くのか、そして新型コロナウイルスが収束した

ブライダル業界にどんな未来があるのか。筆者

はブライダル業界に勤めるため、ブライダル業

界の未来について詳しく研究を行いたいと思っ

た。上記が研究を行うに至った背景である。 
 
横濱ゼミ 

國澤桃香「2.5 次元ミュージカルの参加型文化 

「テニスの王子様」を中心に」 

「2.5 次元ミュージカル」の人気の火付け役と

なったミュージカル『テニスの王子様』（2003）

は、約 20 年続くタイトルであり、これまでの

2.5 次元の研究においては歴史の隆盛における

キーポイントとして取りあげられてきた。本論

文では、『テニミュ』が長く愛される要素とジェ

ンキンスの提唱した「参加型文化」というワー

ドを軸に、「テニミュが作り上げた参加型文化」

を 4 つのポイントとして一般化し、2010 年以

降に生まれた他タイトルに当てはめることで

『テニミュ』がいかに他のタイトルに影響を与

えてきたかを明らかにした。また、コロナ禍に

入り業界全体の参加型文化の形態に変化があ

ったと考え、コロナ以降の『テニミュ』シリー

ズと他タイトルのそれぞれの変化についても

明らかにした。 

これらの比較から、まず『テニミュ』シリーズ

において、これまで通りの形態の継承と配信を

重視した新しい形態の両方が体験できるタイ

トルとなったが、新規のファンが手軽に過去作

品を追えるような環境の整備が必要であると

考えられた。そして、他タイトルに関しては、

コロナ以前は『テニミュ』の参加型文化をポイ

ントごとに継承していたタイトルと継承して

いなかったタイトルのどちらも存在したこと

が明らかになり、コロナ以降はライブ配信を活
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用した時間と仮想空間の共有が業界全体で重

要視されていることが分かった。 

また、本論文で取りあげた『テニミュ』以外の

タイトルを見ていくと、ウィズコロナに対応し

た新しい試みも見られたため、ますます「2.5次

元ミュージカル」への入り口は広くなり、より

一層海外展開の期待も高まったといえる。この

ことから、今後の業界全体の参加型文化の発展

に、注視していくべきである。 

 

廣重みのり「VTuber のアイデンティティ」 

VTuber というコンテンツとそれらを取り巻く

環境は、2022 年も広がりを見せている。また

VTuber 文化の発展と共に、「VTuber 論」につ

いても様々な議論がなされてきた。本論文では

最新の「VTuber論」として、山野弘樹氏が提唱

した「穏健な独立説」を取り上げる。山野氏が取

り上げた事例とは異なるVTuberの事例（「甲賀

流忍者！ぽんぽこ」）を参照することで、「穏健な

独立説」が強固に保存されるべきか、問題点があ

り改善が必要かを検討した。 

検討の結果、「穏健な独立説」の 3つのアイデン

ティティの内、「倫理的アイデンティティ」と「物

語的アイデンティティ」に問題点があることが判

明した。前者には「適用範囲が山野氏の検討の範

囲に限定される」という問題があり、後者には「倫

理的アイデンティティに重なる部分が多く、あえ

て分ける必要性が薄い」という問題がある。よっ

て「穏健な独立説」には問題点があり、改善が必

要であることをもって、本論文の結論とした。 

常に変化するVTuber業界の流れの中では、「現

在主流な活動形態か否か」といった、その瞬間の

流行に左右されない理論が必要となるだろう。

変化や多様性に富んだ存在だからこそ、限定的

な範囲ではなく、様々な活動形態を視野に入れ

た検討が求められるのである。 

 

米田ゼミ 

八木葉月「平安時代を彩る色」 

平安時代中頃の貴族たちの衣装（十二単）を彩る

「色」に興味を持ち、調べることにした。当時の

女性たちは、種々色のある袿(うちぎ)と呼ばれ

る衣を重ねた。その時々の自然の色彩を装束に 

写し取り、身に纏うことで四季の移ろいを体感

し、「美意識」として確立した。本論文ではその

根源というべき、五行思想の赤、青、黄、白、黒

の五色に注目して、歴史、原料、染色方法を文献

により調査した。 

その結果、全ての色が自然と関わりを持ってい

ることが分かった。 

赤は、日が明けるの「あける」という言葉が語源

である。赤は神や命、血の色とされ、魔除けや厄

除けの効果が期待され、水銀と硫黄の化合物を

原料とする朱色が主流となる。 

青は顕（しろ）に対する漠（ばく）を語源とし、

黒から白に至る広い範囲の中間色をさす色であ

ったとする説や藍からとする説がある。蓼藍（植

物）を原料とする藍色が主流となる。 

黄の語源には、草木染めや落葉樹の「木（き）」意

からなど多くの説が考えられるが、詳細は不明。

刈安草を原料とする刈安色が主流となる。 

白は、明確さを表す音の「しろし」「しるし」が語

源だと考えられる。白は神との繋がりが深く、古

代日本人が神聖視していた色だと言える。イタボ

ガキ（貝）を原料とする胡粉色が主流となる。 

黒は「くらし（暗）」と同源で、暗い状態を表わす

語から発したと考えられ、炎によって生まれた煤

の黒と、染料との化学反応によって発色する黒を

知ったとされる。矢車附子などのタンニン酸を含

む樹の実を原料とする鈍色が主流となる。 

 

和田ゼミ 

福井未菜「みんなで学ぶ多文化理解絵本」 

近年、日本では多文化共生のための取り組みと

して、「やさしい日本語」や多言語表記が普及し
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つつある。その背景には、日本に在住する外国人

の増加があるが、本研究は、その中でも教育現場

における外国にルーツのある子どもの増加に着

目したものである。 

外国にルーツのある児童生徒が学校に在籍して

いることは珍しくなく、日本語指導の充実のた

めに「特別の教育課程」による日本語指導ができ

るよう制度が整備されたり、教員への研修が実

施されたりしているが、外国にルーツのある児

童生徒が学校生活で直面する「壁」を理解し、日

本語指導にあたる人材の不足が指摘されている。 

筆者は大学で日本語教育を学び、地域の小学校

で日本語支援ボランティアなども経験し、彼ら

が直面している「壁」を知った。その一方で、こ

の現状について知る機会が少ない人が多いこと

にも気づかされた。教員志望の大学生ですらそ

の現状を意識していない場合があることを実感

し、ここに課題があると感じた。 

そこで、外国にルーツのある児童生徒が直面し

ている困難に気づき、考えるきっかけを作るこ

とを意図し、「多文化理解絵本」を制作した。絵

本の中には多くの「問いかけ」を盛り込み、読み

手自身が読みながら考え、新しい視点を得るこ

とを意図している。 

 
古井風香「ダークツーリズムから考える日韓関 

文化が「好き」という時の責任について」 
韓国旅行で「文化体験」をしたとき、文化と歴史

（政治的内容含む）は切り離せないものだと気づか

されたことがある。一方で最近の傾向として私たち

が他地域／国の文化を「好き」と言うとき、歴史や

政治上の問題は「別物」として捉えているように感

じることがある。例えば、福本（2020）によれば、

コリアンタウンを訪れる人で、その歴史を知らない

と答えた人は83.9％にも達したという。この調査結

果を見ると、「韓国文化」を気軽に楽しむ人たちは、

日本と韓国の間の歴史的な悲しい記憶について知

っているにもかかわらず、それは「過去」であり、

自分たちは当事者ではないから楽しくない部分は

見る／考える必要はないと思っているかのようだ。

ハンナ・アーレントは、「無思想性」―思考が止まる

事で悪の本質に気付かない事こそが悪であると述

べているが、「好き」な文化を消費するだけでなく、

歴史的記憶を当事者として考え、思考を止めないこ

とも大事なことではないだろうか。 

そこで、本稿ではダークツーリズムというツール

を使って「好き」なものの背景にある歴史を含めて

考えるきっかけを提案したい。井出（2018）は「ダ

ークツーリズムとは悲しみの記憶を巡る旅の事で

ある」と述べている。しかし、筆者はただ悲しみを

共有するだけではなく、その「悲しみ」を生み出し

た歴史や事実を知ることで、二度と同じ悲しみを

繰り返さないことに繋がるのがダークツーリズム

の大事な意義ではないかと考えている。フィール

ドワークを踏まえ、鶴橋を題材にしたダークツー

リズムのガイドマップを作成することをめざす。
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